
皇
學
館
大
学 

第
五
十
五
回
（
夏
季
）
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
項 

 
一
、
期
間
及
び
受
講
料 

 

二
、
出
願
資
格
（
各
階
位
と
も
年
齢
満
六
十
五
歳
以
下
の
者
） 

 
 

正 

階 
 

短
期
大
学
（
同
等
以
上
の
学
校
）
卒
業
者
、
ま
た
は
大
学
学
部
の
六
十
二
単
位
以
上
取
得
し
、
権
正
階
を
有
す
る
者
。 

 
 
 
 
 
 
 

※
正
階
の
み
、
案
内
書
に
添
付
の
「
正
階
受
講
申
込
書
」
を
神
職
養
成
部
に
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
） 

 
 
 
 
 
 
 

※
正
階
に
限
り
、
受
講
生
が
若
干
名
の
場
合
は
、
開
講
し
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

権
正
階 

 

年
齢
満
十
八
歳
以
上
で
、
直
階
を
有
す
る
者
。 

直 

階 
 

大
学
・
短
期
大
学
（
同
等
以
上
の
学
校
）
に
在
学
中
、
ま
た
は
卒
業
し
た
者
。 

(

但
し
、
選
考
委
員
会
で
認
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。) 

① 

各
階
位
と
も
、
資
格
取
得
の
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
た
者
で
、
奉
職
予
定
神
社
の
宮
司
、
そ
の
神
社
の
鎮
座
す
る
都
道
府
県
神
社
庁
長
の
推
薦
を

受
け
た
者
。 

② 

講
習
会
期
間
中
は
、
全
日
出
席
と
し
、
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
の
講
義
や
朝
夕
神
拝
行
事
は
板
間
で
の
正
坐
が
で
き
る
者
。 

 
 

ま
た
、
集
団
行
動
な
ど
を
支
障
な
く
で
き
る
健
康
な
状
態
が
維
持
で
き
る
者
。 

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
受
講
前
に
接
種
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。 

 
 

④ 

受
講
誓
約
書
を
遵
守
す
る
こ
と
。(

案
内
書
を
ご
確
認
下
さ
い
。) 

 

三
、
案
内
書
（
願
書
）
の
請
求
方
法 

①
六
○
○
円
分
の
郵
便
小
為
替
、
②
「
申
込
書
」
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。 

③
返
送
用
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
を
必
ず
ご
記
入
頂
き
、
①
②
③
を
同
封
の
上
、 

神
職
養
成
部
に
ご
請
求
下
さ
い
。 

四
、
出
願
書
類
受
付
及
び
選
考
料
納
入 

① 

受
付
及
び
納
入
期
間 

六
月
五
日
～
六
月
二
十
日
〔
必
着
〕 

※
期
日
厳
守
（
六
月
五
日
以
前
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。） 

 
 

② 

選
考
料
納
入
及
び
郵
便
振
替
払
込
票
の
取
扱
い 

 
 
 
 

選
考
料
（
受
講
許
可
書
発
送
料
金
込
）
五
、
四
三
〇
円
を
同
封
の
「
郵
便
振
替
払
込
票
」《
本
学
所
定
様
式
》
で
郵
便
局
よ
り
納
入
下
さ
い
。 

 
 

③ 

出
願
書
類
郵
送
先 

皇
學
館
大
学
神
職
養
成
部
宛
に
送
付
し
て
下
さ
い
。 

 
 

※ 

宿
泊
施
設
に
つ
い
て 

本
学
で
は
通
学
制
に
よ
り
開
講
し
て
お
り
ま
す
。
各
自
で
宿
泊
施
設
の
確
保
を
願
い
ま
す
。
施
設
参
考
資
料
に
つ
い
て
は
神
職
養
成
講
習
会
案

内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。 

ご
不
明
な
点
は
、
神
職
養
成
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
（
電
話
〇
五
九
六―

二
二―

六
三
一
二
） 

※ 

受
付
期
間
以
外
に
出
願
し
た
書
類
及
び
、
出
願
書
類
に
不
備
（
書
類
の
不
足
、
所
定
用
紙
以
外
で
書
類
の
提
出
等
）
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

選
考
が
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。 

五
、
受
講
許
可
書 

 
 

① 

発
行
の
時
期 

本
年
七
月
中
旬
頃
発
送
予
定
で
す
。 

 
 

② 

発
行
の
方
法 

許
可
書
は
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
発
送
し
ま
す
。 

六
、
受
講
料
納
入
及
び
提
出
書
類 

 
 

① 

納
入
方
法
及
び
納
入
期
限 

受
講
料
は
、
受
講
許
可
書
が
到
着
し
た
後
、
同
封
の
「
郵
便
振
替
払
込
票
」
《
本
学
所
定
様
式
》
で
郵
便
局
よ
り
納
入
し
て
下
さ
い
。 

 
 

② 

受
講
料
納
入
後
の
提
出
書
類 

 
 
 
 

テ
キ
ス
ト
注
文
票
等
、
許
可
時
に
送
付
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
皇
學
館
大
学
神
職
養
成
部
宛
に
送
付
し
て
下
さ
い
。 

※
消
費
税
増
税
・
そ
の
他
等
に
よ
り
案
内
書
代
・
郵
送
料
・
選
考
料
・
受
講
料
等
の
価
格
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
開
催
期
間
に
つ
い
て
は
、
予
定
の
た
め
、
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
神
職
養
成
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
納
入
さ
れ
た
受
講
料
並
び
に
受
講
に
係
る
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
返
金
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

直 

階 

権
正
階 

正 

階 

階 

位 
令
和
七
年
八
月 

十
八
日(

月) 
 
 
 
 
 

～
九
月 

十
六
日(

火) 

令
和
七
年
八
月 

十
八
日(
月) 

 
 
 
 
 

～
九
月 

十
七
日(
水) 

令
和
七
年
八
月 

 

六
日(

水) 

～
八
月 

 

九
日(

土) 

令
和
七
年
八
月 

十
八
日(

月) 
～
九
月 

十
七
日(

水) 
期 

 

間 

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

本
学
在
学
生
二
二
、
〇
〇
〇
円 

（
含
む
消
費
税
） 

一
四
三
、
〇
〇
〇
円 

本
学
在
学
生
三
三
、
〇
〇
〇
円 

（
含
む
消
費
税
） 

一
九
八
、
〇
〇
〇
円 

（
含
む
消
費
税
） 

受 

講 

料 

年
二
回
開
講
（
第
五
十
六
回
・
春
季
） 

令
和
八
年
二
月
中
旬
～
三
月
中
旬
開
催
予
定 

年
二
回
開
講
（
第
五
十
六
回
・
春
季
） 

令
和
八
年
二
月
中
旬
～
三
月
中
旬
開
催
予
定 

夏
季
の
み
開
講
（
年
一
回
） 

受
講
者
若
干
名
の
場
合
は
、
開
講
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
八
月
十
日
（
日
）
～
十
七
日
（
日
）
の
間
は
休
講
で
す
。 

備 
 

考 

 
 

皇
學
館
大
学 

神
職
養
成
部 

〒
五
一
六―

八
五
五
五 

三
重
県
伊
勢
市
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志
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町
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〇
四 

電
話 
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五
九
六―

二
二―

六
三
一
二 

Ｆ
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Ｘ 

〇
五
九
六―

二
一―

〇
五
四
一 
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